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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 22日 (2005.12.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 ボ ー ド と 、 該 ボ ー ド の 上 面 上 に そ の 長 さ の ほ ぼ １ ／ ３ に 相 当 す る 距 離
だ け 互 い に 離 隔 し た 位 置 に 取 り 付 け ら れ た ２ つ の ビ ン デ ィ ン グ か ら 成 り 、 該 ボ ー ド は 、 内
方 へ 湾 曲 し た 両 側 エ ッ ジ 部 分 を 有 し 、 該 ボ ー ド の 幅 は 、 １ ８ ｃ ｍ よ り 大 き い 最 小 幅 を 有 す
る 中 間 部 （ ６ ） よ り 、 両 尖 端 （ ３ ） へ の 遷 移 部 （ ４ ， ８ ） に 位 置 す る 両 端 の 方 が 幅 が 広 く
な っ て お り 、 該 両 尖 端 は 上 向 き に 湾 曲 さ れ て お り 、 随 意 選 択 と し て と し て 一 方 の 端 部 の 尖
端 の 湾 曲 度 が 他 方 の 端 部 の 尖 端 の 湾 曲 度 よ り 緩 や か に さ れ て い る ス ノ ー ボ ー ド に お い て 、
　 ａ ） 該 ス ノ ー ボ ー ド は 、 そ の 滑 り 面 を 構 成 す る ソ ー ル 面 を 有 し 、 該 ソ ー ル 面 は 、 前 記 両
尖 端 間 で 、 前 方 部 分 （ ４ － ５ ） と 中 央 部 分 （ ５ － ７ ） と 後 方 部 分 （ ７ － ８ ） の ３ つ の 部 分
に 分 割 さ れ て お り 、 該 ソ ー ル 面 （ １ ） は 、 該 ３ つ の 部 分 （ ４ － ５ ， ５ － ７ ， ７ － ８ ） の 全
部 を 含 め た 長 手 方 向 の 中 間 部 に 延 在 す る 主 要 区 域 （ １ ） を 有 し 、 ボ ー ド が ベ ー ス に 押 圧 さ
れ た と き 平 坦 に な り 、 該 主 要 区 域 （ １ ） は 、 そ の 平 坦 な 面 を 画 定 す る の に 十 分 な 長 さ に 対
し て 該 ス ノ ー ボ ー ド の 横 断 方 向 に ４ ｃ ｍ の 最 小 幅 を 有 す る こ と 、
　 ｂ ） 前 記 主 要 区 域 （ １ ） の 各 側 に お い て 、 該 ス ノ ー ボ ー ド の ソ ー ル 面 は 、 前 記 前 方 部 分
（ ４ － ５ ） と 後 方 部 分 （ ７ － ８ ） に 第 ２ 側 方 区 域 （ ２ ） を 有 し 、 該 各 第 ２ 側 方 区 域 （ ２ ）
は 、 前 記 尖 端 へ の 前 記 遷 移 部 （ ４ ， ８ ） の 位 置 で 少 く と も ４ ｃ ｍ の 幅 を 有 す る こ と 、
　 ｃ ） 前 記 前 方 部 分 及 び 後 方 部 分 の 、 該 ス ノ ー ボ ー ド の 一 方 の 側 に 位 置 す る 前 記 第 ２ 側 方
区 域 の 合 計 長 さ は 、 前 記 主 要 区 域 （ １ ） の 長 さ の 少 く と も １ ／ １ ０ で あ る こ と 、
　 ｄ ） 前 記 第 ２ 側 方 区 域 （ ２ ） は 、 断 面 で み て （ 図 ２ ） 実 質 的 に 直 線 を 画 定 す る こ と 、
　 ｅ ） 前 記 第 ２ 側 方 区 域 は 、 剛 性 で あ り 、 ボ ー ド の エ ッ ジ を 立 て な い 限 り 、 地 面 に 接 触 し
な い こ と 、
　 ｆ ） ス ノ ー ボ ー ド の 断 面 で み て 前 記 第 ２ 側 方 区 域 が 前 記 主 要 区 域 に 対 し て な す 角 度 は 、
前 記 中 央 部 分 （ ５ － ７ ） か ら 前 記 両 尖 端 へ の 遷 移 部 （ ４ ， ８ ） に 向 か っ て ほ と ん ど 増 大 し
て お り 、 そ れ に よ っ て 、 該 第 ２ 側 方 区 域 又 は そ の 大 部 分 が 、 ね じ ら れ て お り 、 該 中 央 部 分
（ ５ － ７ ） か ら 両 尖 端 へ の 遷 移 部 （ ４ ， ８ ） に 向 か っ て 漸 次 地 面 か ら 持 ち 上 げ ら れ て い る
こ と
を 特 徴 と す る ス ノ ー ボ ー ド 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 主 要 区 域 （ １ ） の 幅 は 、 少 く と も ６ ｃ ｍ で あ る こ と く 請 求 項 １ に
記 載 の ス ノ ー ボ ー ド 。



　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 一 方 の 側 の 前 記 第 ２ 側 方 区 域 （ ２ ） は 、 そ れ と 同 じ 側 の 前 記 主 要 区 域
（ １ ） の 長 さ の 少 く と も １ ／ ５ で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ス ノ ー ボ ー ド 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 第 ２ 側 方 区 域 （ ２ ） は 、 前 記 主 要 区 域 （ １ ） の 平 面 に 対 し て ね じ
れ ら れ て お り 、 該 ス ノ ー ボ ー ド の 断 面 で み て 該 第 ２ 側 方 区 域 （ ２ ） の 該 第 主 要 区 域 （ １ ）
に 対 す る 角 度 は 、 前 記 中 央 部 分 （ ５ － ７ ） か ら 前 記 両 尖 端 へ の 遷 移 部 （ ４ ， ８ ） に 向 か っ
て ５ ｃ ｍ ご と の 長 さ 間 隔 で 漸 次 増 大 し て い る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ノ ー
ボ ー ド 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 該 ボ ー ド は 、 そ の 長 手 軸 線 に 関 し て 対 称 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の ス ノ ー ボ ー ド 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 該 ボ ー ド は 、 そ の 長 手 軸 線 に 関 し て 非 対 称 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の ス ノ ー ボ ー ド 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 該 ボ ー ド は 、 そ の 中 心 横 断 軸 線 に 関 し て 対 称 で あ る 請 求 項 １ ～ ６ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ノ ー ボ ー ド 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 該 ボ ー ド は 、 そ の 中 心 横 断 軸 線 に 関 し て 非 対 称 で あ る 請 求 項 １ ～ ６ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ノ ー ボ ー ド 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 ノ ル ウ ェ ー 特 許 第 ３ ０ １ ９ ６ ４ 号 に 記 載 さ れ た ア ル ペ ン ス キ ー の 開 発 に
基 づ い て い る 。 ス キ ー も ス ノ ー ボ ー ド も ア ル ペ ン 地 形 に お い て 滑 降 （ ダ ウ ン ヒ ル ） ス キ ー
及 び 回 転 に 用 い ら れ る も の で あ る と し て も 、 両 者 の 間 に は 大 き な 相 異 が あ る 。 そ の 相 異 は
、 そ れ ら の ２ つ の 運 動 具 （ ス キ ー と ス ノ ー ボ ー ド ） の 設 計 上 の 相 異 と 、 そ れ ら の 運 動 具 の
操 作 態 様 の 相 異 に 起 因 し て い る 。 ス キ ー の 場 合 は 、 ス キ ー ヤ ー の 体 重 は 、 片 足 づ つ を １ つ
の ス キ ー の 中 央 部 の ビ ン デ ィ ン グ に 固 定 し た 状 態 で 分 配 さ れ 、 ス キ ー は 、 そ の 全 長 の 少 く
と も 大 部 分 が 細 長 く 、 比 較 的 幅 狭 で あ り 、 中 央 部 に 圧 力 荷 重 を か け ら れ る と 、 ベ ー ス に 対
し て い ろ い ろ な な 異 な る 位 置 を と る こ と が で き る 。 こ れ に 対 し て ス ノ ー ボ ー ド の 場 合 は 、
プ レ ー ヤ ー は 、 両 足 を 相 当 に 幅 の 広 い ボ ー ド 上 に 横 断 し た 位 置 に 載 せ て 身 体 全 体 の 動 き と
、 体 重 を ボ ー ド の 全 部 と 後 部 の 間 に 分 配 す る こ と に よ っ て ボ ー ド を 操 る 。 ボ ー ド は 、 ス キ
ー よ り 比 較 的 幅 広 で 短 く 、 体 重 の 分 配 も 異 な る の で 、 ス キ ー よ り 高 い 剛 性 を 有 す る ば か り
で な く 、 操 縦 さ れ る 態 様 も 異 な る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る ス ノ ー ボ ー ド は 、 特 に 、 ス ノ ー ボ ー ド の 第 ２ 側 方 区 域 を ね じ る （ ら せ ん 状
に 湾 曲 さ せ る ） こ と を 要 件 と す る と い う 点 で 上 述 し た 従 来 の ス キ ー の 構 造 と は 異 な る 。 こ
こ で 、 「 ね じ る 」 と は 、 ボ ー ド の 横 断 方 向 で み た 、 ベ ー ス に 対 す る 第 ２ 側 方 区 域 の ね じ れ
角 度 を ボ ー ド の 中 央 部 分 か ら 尖 端 の 前 方 区 域 に ま で ほ と ん ど 増 大 さ せ る こ と を い う 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ス ノ ー ボ ー ド の エ ッ ジ 区 域 の ス チ ー ル エ ッ ジ の 湾 曲 度 が き つ い ほ ど 、 ジ ャ ン プ 後 着 地 し
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た と き 、 特 に ほ ぼ 平 ら に 着 地 し た と き 、 無 制 御 の 態 様 で 脇 へ 滑 る 傾 向 が 大 き く な る 。 こ の
点 、 本 発 明 は 、 ス ノ ー ボ ー ド の 凹 入 湾 曲 が き つ い ほ ど 、 よ り 高 い 安 全 性 を 付 与 す る 。 ボ ー
ド を 中 央 部 分 の 全 幅 に 沿 っ て ほ ぼ 平 坦 に す る こ と が で き る こ と に よ っ て 、 ボ ー ド が 雪 面 に
平 ら に 当 接 し た と き 、 か な り の エ ッ ジ 把 持 力 が 得 ら れ る 。 ボ ー ド の 前 部 と 後 部 で は 、 ソ ー
ル の 左 右 部 分 が 上 向 き に ね じ ら れ て お り 、 そ れ に よ っ て 、 ス チ ー ル エ ッ ジ の 食 い 込 み 作 用
を 軽 減 す る が 、 し か も な お 、 ボ ー ド は 、 回 転 の 際 に 良 好 な エ ッ ジ 把 持 力 を 発 揮 す る よ う な
態 様 に 形 成 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。 従 っ て 、 断 面 で み て ス チ ー ル エ ッ ジ 近 く で 湾 曲 し
て い る 船 形 形 状 は 、 ス チ ー ル エ ッ ジ の と こ ろ の 曲 げ 角 度 が 大 き 過 ぎ て 良 好 な エ ッ ジ 把 持 力
を 得 る こ と が で き な い の で 、 不 適 当 で あ る 。 ボ ー ド の 前 部 と 後 部 の ソ ー ル が ３ 本 の 直 線 か
ら 成 る 断 面 （ 図 ２ 参 照 ） を 有 す る ス ノ ー ボ ー ド は 、 ジ ャ ン プ 後 着 地 し た と き の ス チ ー ル エ
ッ ジ の 食 い 込 み 作 用 を 軽 減 し 、 し か も 、 回 転 の 際 に 良 好 な エ ッ ジ 把 持 力 を 発 揮 す る 。
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